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香川県教育委員会では,四国横断自動車道や国道高松東道路の建設,高松空港跡地の整備な

ど,大規模開発に伴う埋蔵文化財調査事業を財団法人香川県埋蔵文化財調査センターに委託し

て実施いたしております。

このたび,『県道三谷香川線道路改良工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告 百相坂遺跡』とし

て刊行いたしますのは,高松市仏生山町に所在いたします百相坂遺跡についてであります。

この遺跡の調査では,古代から中世にかけて,多 くの遺構・遺物が出土しております。なか

でも,中世の住居施設としての掘立柱建物跡や生産域としての水田跡が確認でき,ま た日常生

活に欠 くことができない土器などが大量に出土したことにより,当時の生活・文化を解明する

ことができました。

本報告書が,本県の歴史研究の資料として広 く活用されるとともに,埋蔵文化財に対する理

解と関心が一層深められる一助となれば幸いです。

最後になりましたが,発掘調査から出土品の整理・報告にいたるまでの間,香川県土木部及

び地元関係各位には多大の御指導と御協力をいただきました。ここに深 く感謝の意を表します

とともに,今後ともよろしく御支援賜 りますようお願い申し上げます。

平成 9年 6月

香川県教育委員会

教育長  金 森 越 哉



例   言

1.本報告書は,県道三谷香川線道路改良工事に伴う埋蔵文化財発掘調査事業報告書で,香川

県高松市仏生山町甲1382番地外に所在する百相坂遺跡 (も まいざかいせき)の報告を収録し

た。

2.発掘調査は,香川県教育委員会が香川県土木部道路建設課からの依頼を受け,香川県教育
委員会が調査主体 となり,財団法人香川県埋蔵文化財調査センターが調査担当者として実施

した。

3.発掘調査は,調査対象面積 (3,300m2)の試掘調査を平成 6年10月 4日 に実施した。
本調査は,1,400m2を 調査対象として,平成 7年 4月 1日 から6月 30日 まで実施した。

発掘調査の担当は以下のとおりである。

(試掘調査 文化行政課 國木健司)
本調査 藤好史郎 0中西 昇 。東条貴美

4.調査にあたっては,次の機関や方々の協力を得た。記して謝辞を表したい。
(順不同,敬称略 )
香川県土木部道路建設課,高松土木事務所,地元各自治会

5.報告書の作成は,財団法人香川県埋蔵文化財調査センターが実施した。
本報告書の執筆は第 1章第 1節を廣瀬が担当し,そ れ以外を片桐が担当した。また,編集
は片桐が担当した。

6.本書の遺構 。遺物挿図の指示は以下のとおりである。
(1)挿図の縮尺は,掲載の図面内にスケールで示した。

(2)方位は,国土座標第Ⅳ座標系の北を示す。

(3)水平基準線の数値は,海抜高を示している。

7.本書に用いている遺構記号は次のとおりである。
SA…柵列      SB… 掘立柱建物      SD… 溝

SK…土坑      SP… 柱穴         SX… 不明遺構

8。 挿図の一部は,国土地理院地形図 高松南部 (1/25,000)を使用した。
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第 1章 調 査 の 経 緯

第 1節 調査に至る経緯

今回報告する百相坂遺跡は香川県による「県道三谷香川線道路改良事業」に先立ち,発掘調

査を実施した遺跡である。

香川県教育委員会事務局文化行政課は大規模な県道バイパス建設予定地内の試掘調査を適宜

国庫補助を含めて実施し,埋蔵文化財の有無等を確認し,適切な措置が執られてきた。

百相坂遺跡については,新旧国道193号線を繋ぐ県道計画地内で確認された遺跡で,当初計画

地内には周知の埋蔵文化財包蔵地は所在していないが,南方の丘陵上には全長51mを計 り,奪J

抜式石棺の出土を伝える船岡山古墳が所在しており,集落関係の遺跡が所在している可能性は

十分に考えられた。そのため路線内を平成 6年度 (8月 23日 )の分布調査を実施したところ中

央西寄 りの位置に微高地が所在し,遺跡所在の可能性が認められることを確認した。

分布調査の結果をもとに路線内3,300m2が調査対象となり,平成 6年度 (平成 6年10月 4日 )

の文化行政課による試掘調査で,1,400ぽについて保護措置が必要と確認された。香川県土本部

道路建設課と協議の結果,1,400ビ を調査対象面積 とし,平成 7年度 (平成 7年 4月 1日 から 6

月30日 )に香川県教育委員会が調査主体 となり,(財 )香川県埋蔵文化財調査センターが調査担

当者として発掘調査を実施した。

第 2節 調査の経過

発掘調査は平成 7年 4月 1日 に開始し,平成 7年 6月 30日 に終了した。

調査の方法は直営方式で実施した。

調査グリッドは,調査対象地が直線的に東西に延びる道路予定地であるため,道路の中心線

を基準として設定した。基準点は,調査区両端の道路中心点を直線で結び, 8m南 の平行線上

で西端中心杭から直行する地点に置き,東西を西からアルファベットでA～ Fを付し,南北を

南からアラビア数字 1～ 3と した。

百相坂遺跡の発掘調査を調査日誌抄を基に概略すると,以下の様になる。

Ｆ

Ｌ

Ｌ

第 1図 調査区割図

-  1  -



平成 7年 4月 1日から事前の打ち合わせ及び事前準備を開始し, 4月 15日 から調査区に安全

柵を打設する。 4月 25日 に事務所が立ち上がり,26日 から重機で試掘調査の少ない東部につい

て予備調査を行い,そ の後西部から表土掘削を開始する。27日から作業員の就労を開始し,本

格的に発掘調査を開始する。

発掘調査は調査グリッドの西部から開始する。

調査区中央部で僅かな微高地を検出し,東西に緩やかな傾斜を持つ旧地形を検出した。遺構
は,ほぼその微高地上で検出した。

遺構は,西部で中世の水田遺構を検出し,ほぼ中央部で中世の掘立柱建物 。土坑 0溝などを

検出した。

調査対象面積が1,400ぽ ということもあり, 1回の航空測量を 6月 14日 に実施した。

現場での発掘作業は平成 7年 6月 23日 に終了し,そ の後残務整理及び調査区埋め戻し。事務

所撤去等を行い, 6月 30日 に発掘調査を終了した。

発掘調査体制は下記のとおりである。

平成 7年度

文化行政課

総括

総務

整理作業は平成 9年 1月 1日 より開始し,

整理作業体制は下記のとおりである。

平成 8年度

文化行政課

財団法人香川県埋蔵文化財調査センター

調査

総括

総務

調査

平成 9年 1月 31日 に終了した。

財団法人香川県埋蔵文化財調査センター

整理

総括

総務

調査

長係

課  長
課長補佐

係  長

高木  尚
高木 一義
山崎  隆
(6.1～ )

源田 和幸
(～ 5。 31)

星加 宏明
高倉 秀子
渡部 明夫
森下 英治
塩崎 誠司

所  長  大森 忠彦
次  長  真鍋 隆幸
参事 (土木)男J枝 義昭
係長 (事務)前 田 和也
主  査  西村 厚二
参  事  糸目 末夫
係  長  藤好 史郎
文イ翻専「預  中西  昇
調酎耐漢  東条 貴美

所  長  大森 忠彦
次  長  小野 善範
係長 (事務)前 田 和也
主任主事  西川  大
主傲イ鰤 蹟  廣瀬 常雄

主  査
主  事

埋蔵文化財 副 主 幹
主任技師

技  師

総括

総務

課  長
課長補佐

係  長
主  査
主  事

藤原 章夫
高木 一義
山崎  隆
星加 宏明
打越 和美

-2-



埋蔵文化財 副 主 幹  渡部 明夫 文化財専門員

整理補助員

整理作業員

片桐 孝浩
岡崎江伊子

小畑三千代

岩井 弘恵
合田 和子
岡野 雅子
前田 好美
山上 真理
松尾 優子
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第 2章 立 地 と 環 境

第 1節 地理的環境

百相坂遺跡は高松平野南部,高松市仏生山

町甲1382番地外に所在する。香川町浅野に近

接しており,香東川の l km程東に位置する。
上佐山 。日山など南方丘陵の山裾部にあた

り,背後にひかえた船岡山より緩傾斜の微高
地を中心に広がる。

本遺跡周辺は香川郡川東西部を扇頂とする

香東川の扇状地上にあたり,現地表の標高は

約48mを計る。大池に連なる地割 りの乱れか

ら,旧香東川の氾濫原を一部含むと考えられ,

発掘調査においても調査区西部地表下に厚い

砂礫層の堆積を確認した。

第 2節 歴史的環境

当遺跡周辺はこれまでに発掘調査が行われていなかったこともあり,周辺の遺跡については

不明な部分が多い。

旧石器 。組文時代の遺構 。遺物は確認されていない。

弥生時代の遺構 。遺物はこれまで確認されていなかったが,今回の調査で弥生時代後期前葉
の遺物が少量出土している。しかし,それに伴う遺構は溝 (S D02)の みで,依然実態は不明
である。

古墳時代には周辺で数基の古墳が確認されている。古墳時代前期では南側背後の独立丘陵山

頂部に前方後円墳として著名な船岡山古墳が築造されている。この古墳は全長51mで,後円部
は径22m,高さ1.25m,前方部は長さ29m,高さ1.2m,先端部幅12mを測る。同古墳出土の可
能性が高いと考えられている奪J抜式石棺が浅野小学校に保管されている。周辺より埴輪片も採

集されている。古墳時代後期では船岡山から旧国道193号線を扶んで東には,船岡古墳が所在し,

横穴式石室の一部 と思われる石組みが残っている。

古代では北へ500m程に奈良～平安時代の古瓦が出土する百相廃寺が所在する。現在の舟山神

社に相当し,神社南西には礎石が残る。

中世以降では,源平屋島の合戦で源氏方に属した河西左ヱ門輝貞の末裔,河西三郎左ヱ門を

城主とした百相城跡があり,堀・石垣の痕跡が残る。同じく,大野新太夫有高が構えた居館跡
を大野南城跡と推定されている。香川町大野の代々大野氏が信仰している石清水八幡神社東500

mあ たりが城跡とされる。大野北城跡は室町時代に入 り,摂津より渡ってきた佃氏が香川町大
野に構えた居館とされる。

0朝

第 2図  遺跡位置図
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第 3章 調 査 の 成 果

第 1節 調査成果の概要

百相坂遺跡は高松市仏生山町に所在する遺跡で,国道193号バイパスから東部に延びる県道三

谷香川線道路改良工事予定地内の西部分,1,400m2を 調査対象地としている。

地形的には,南に位置する船岡山から延びる微高地部分と旧香東川の氾濫原である西部の埋

没自然流路からなる。微高地は調査区中央をピークとし,東 と西に緩やかな傾斜を持つ旧地形

が,水田化に伴う削平により平坦化している。そのため調査区中央部の微高地上で検出した遺

構はやや希薄で,東西の傾斜部分においてかなり残 りの良い遺構を検出した。

今回の調査では,微高地上 (C-2・ D-2区 )で,中世の掘立柱建物 。溝 。柱穴・集石遺
構を検出した。また,畦畔を隔てた東傾斜部分 (D-2。 E-2区 )では,古代から中世の掘
立柱建物 。柵列 。土坑・集石遺構などを検出し,調査区最東端では弥生時代の溝を検出した。

調査区西端のA・ B列では旧香東川の自然流路を確認し,B-2区 ではその埋没後に営まれた
中世の水田遺構を検出した。

出土遺物には弥生時代から中世にかけてのものがあり,周辺において連綿と生活が営まれて

いたことが窺える。

第 2節 土層序

基本土層をみると,最西部地区 (A-2区 )。 西部地区 (B-2区 )。 中央部地区 (C-2・
D-2区 )0東部地区 (E-20F-2区 )の 4地区で違うことがわかる。
まず最西部地区 (第 4図土層AOB)で は削平が顕著で,耕作土及び旧耕作土直下で砂礫層
になる。この砂礫層は旧香東川の氾濫による堆積と考えられ,そ の痕跡が現地表に残る水田畦

畔に認められる。

西部地区 (第 4図土層C)で は,耕作土・床土直下で,弥生時代から中世にかけての包含層
を確認し,さ らにその包含層下では水田耕土と考えられる灰色砂質土層を確認した。しかし西

部 (第 4図土層D)では最西部地区で確認された礫層が耕作土直下で確認できる。したがって
この包含層及び水田耕土層は最西部地区で確認された礫層と西部地区東半で確認した礫層の間

の凹地に堆積していることがわかる。

この最西部地区及び西部地区では水田遺構以外検出していない。

中央部地区 (第 4図土層EOFOG)で は,耕作土 。床土直下で下層の礫層が一部確認でき
る部分もあるが,そ のほとんどは灰褐色砂質土層が全面に広がり,そ の上面で遺構が検出でき

る。しかし,検出した遺構は希薄でしかも検出面からの深さはなく,かなり削平を受けている

ものと考えられる。

東部地区 (第 4図土層HoIOJ)で は,中央部地区から徐々に傾斜しており,最深部で厚
さ約50cm程 の堆積が確認できる。耕作土直下に遺物包含層である黒褐色もしくは灰褐色砂質土

層が確認でき,そ の包含層下では砂層を基本とした堆積土が確認できる。この遺物包含層下で

弥生時代後期以前と考えられる溝を検出した。
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第 3節 遺構・遺物について

調査区で検出した遺構はほとんどが東部緩傾斜面部分に集中しているため,残 りが良いが,

中央部はかなり削平を受けているものと思われ,残 りが悪い。

遺構には掘立柱建物 2棟,柵列 1基,土坑 2基,溝 2条,不明遺構14基 (そ の内集石遺構 4

基),水田遺構,多数の柱穴がある。

1.掘立柱建物

掘立柱建物は調査区中央部と

東部緩傾斜面で 2棟検出した。

S B01(第 5図 )

S B01は調査区中央部 (C―

2区 )で検出した掘立柱建物で,

規模 は梁 間 1問 ×桁 行 2間

(1.45× 2.76m)である。柱穴

は平面形態が円形を呈し,直径

約0。 30m前後で,検出面からの

深さは約0.15m前後を計る。か

なり削平を受けているものと思

われる。建物は南北棟のもので,

主軸 (南北)は真北から7.5° 東

偏する。

建物北東部にほぼ同方向に流

路を取る溝 (S X02)を 検出し

ており,S B01の雨落ち溝かあ

るいは周囲を区画する溝の可能

性が考えられる。

柱穴 S P04か ら須恵器杯・壺

が出土している (第 6図 )。

102は須恵器不である。底
部はヘラ切 りされ,体部は直線
的に外上方に延びる。 3は須恵

器壺で,おそらく短頸壺になる

ものと思われる。

Ш000.8'=]

0              2m

第 5図  S BOI平・断面図
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0                  1 0cm      3

第 6図  S BOI出 土遺物実測図

柱穴 S P09か ら土師器杯などが出土している(第 35図 )。

89は土師器杯である。底部はヘラ切 りで,体部は直線的
に延びる。

時期は柱穴出土遺物から古代 と考えられ, S P04出土

遺物の須恵器不から9世紀後半から10世紀前半頃と思わ

れる。
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S B02(第 8図 )

S B02は調査区東部 (E-2区)緩傾斜面で検出した掘立柱建物で,規模は梁間 2間 ×桁行
(2)間 (6.55× (3.45)m)の総柱建物である。柱穴は平面形が円形を呈し,直径約0.40m前

後で,検出面からの深さは約0.40m前後を計る。傾斜部分であるために,柱穴の残りが良い。

建物は南北棟のもので,主軸 (南北)は真北から 3.0°西偏する。

建物北西部はS X08に よって切られている。

柱穴 S P61か ら土師器小皿 。不 (406)が,S P72か ら土師器小皿

(5)が出土している (第 7図 )。

4・ 5は土師器小皿で,両者とも回径6.Ocm以下の小振 りのものであ

る。底部はヘラ切 りされており,体部は外上方に短 く延びる。 6は土

師器杯である。

時期は柱穴出土遺物から中世と考えられ,S P61・ 72出土遺物の土師器不の小振 り化の傾向

から,14世紀頃と思われる。
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第 7図
S B02出土遺物実測図

0               2m① 淡灰色シルト         ④ 淡灰掲色シルト
② 淡灰色シルト(①よ。メしまつている)⑤ 淡灰褐色シルト(サクサクでもろい)
③ 淡灰黄色シルト        ⑥ 淡灰掲色シルト(しまつている)

第 8図  S B02平 0断面図

2。 柵 列

柵列は調査区東部で, 1基検出した。

S A01(第 11図 )

S A01は調査区東部 (E-2区)の緩傾斜面で検出した柵列で,東側が「コ」の字になるも
のである。南側の柱間長と東及び北側の柱間長に差がある。この柱間長の差と北西部が検出で

Ｔ
．
Ｎ

Ｉ
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きなかったことにより,こ こでは柵列とした。南側は柱間長が約 3.00m前後で, 4間 (11.23

m)ある。柱穴は平面形態がほぼ円形を呈し,柱穴径が直径約0.40m前後で,検出面からの深
さ約0。 30m前後を計る。東側は柱間長が1.70m前後で, 2間 (3.34m)あ る。柱穴は平面形態

がほぼ円形を呈し,柱穴径が直径約0.30m前後で,検出面からの深さ約0.20m前後を計る。北

側は柱間長が2.30mで, 1間 (2.30m)が確認されている。柱穴は平面形態がほぼ円形を呈し,

柱穴径が直径約0.30m前後で,検出面からの深さ約0。 15m前後を計る。柵列の主軸 (南北)は

真北から2.0° 東偏する。

柱穴 S P99(第 9図)か ら土師器小皿・不・椀が出土している (第 10図 )。

7～ 9は土師器小皿である。口径約6.0～ 7.Ocmで ,S B01出土の土師器小皿に比べるとやや

大振りのものである。底部はヘラ切りされ,体部もやや長い。10は土師器杯,11は土師器椀である。

時期は柱穴出土遺物から中世と考えられ,S P99出土遺物の土師器小皿が S B01出土の土師

器小皿よりやや大振りであることと土師器椀を伴うことから13世紀前半頃と思われる。

3。 土 坑
土坑は調査区中央部で, 2基検出した。

S K01

S K01は調査区中央部 (D-2区)南端で検出した土坑で,南半が調査区外であるために,
検出平面形態は不明である。

土坑内から土師器が出土しており,おそらく中世と思われる。

S K02(第 12図 )

S K02は調査区中央部 (D-2区)で検出した土坑で,検出平面形態は楕円形を呈する。規
模は長幅1.1lm,短幅0。 79m,検出面からの深さ0。 20mを計る。埋土は淡灰褐色シルトの単層

である。

遺物は土坑内の東側の上位に集中して出土した。遺物は土師器小皿 。杯である (第 13図 )。

12～17は土師器小皿である。国径約5.0～5.5cmで ,S B01出土の土師器小皿と同様に小振り

である。底部はヘラ切りされ,体部は短く外上方に延びる。18は土師器不である。

時期は出土遺物から中世と考えられ,土坑内出土遺物の土師器小皿の回径が小振りであるこ

とから14世紀と思われる。
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第 13図  S K02出 土遺物実測図
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第 12図  S K02平・断面図
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4。 溝状遺構

溝状遺構 は調査区東部の緩傾斜地で, 2条検出した。

S D01

S D01は調査区東部 (E-2区)の緩傾斜面で検出した溝で,ほぼ南北に流路を取る。かな
り削平を受けているものと思われ,検出長は約 2mと 短い。

溝内から土師器杯,土師質土鍋などが出土している (第 14図 )。

19は土師器杯である。底部はヘラ切 りされ,体部は直線的に外上方に

延びる。20は土師質土鍋である。

時期は出土遺物より14世紀頃と思われる。

検出した位置は,ち ょうどS A01内 にあり,ほぼ同方向を向く。しか

し,出土遺物から同時期でないことが確認できる。

0                 1 0cm

第 15図  S XOI出 土遺物実測図

_七
左 ≡

19

フ 瓦
0                  1 0cm

第 14図
S DOI出土遺物実測図

S D02

S D02は調査区最東部 (E-20F-2区 )の緩傾斜面で検出した溝で,南西から北東方向
にやや東に屈曲しながら流路を取るものである。ちょうど微高地の延びる方向とほぼ同じで,

微高地部の縁辺部に平行して掘削されたものと推測できる。検出面は東部緩傾斜面に堆積した

包含層を除去後に検出した。規模は天幅約1.30m,検出面からの深さ約0.55mを測る。検出長

は約13.00mである。

時期は遺構内から遺物が出土していないので不明であるが,東部緩傾斜面上に堆積した包含

層から弥生時代後期の土器片が出土していることからS D02は弥生時代後期以前であることが

わかる。

5。 不明遺構 (集石遺構 )

不明遺構はそのほとんどが調査区東部の緩傾斜地に集中しており,14基検出した。

S X01(第 5図 )

S X01は調査区中央部 (C-2区)で検出した溝状を呈する不明遺構である。 S B01の北東
方向で確認されている。かなり削平を受けているものと思われ,検出長は約1.30mと 短い。

遺構内から須恵器壺が出土している (第 15図 )。

21は須恵器壺である。頸部は直線的に外上方に延び,回縁部を外

方に屈曲させる。

時期は古代と思われる。

S X02(第 5図 )

S X02は調査区中央部 (C-2区)で検出した溝状を呈する不明遺構である。 S B01と ほぼ
同方向に流路を取 り,S B01の東約1.3mの位置で検出した。かなり削平を受けているものと思

われ,検出長は約1.35mと 短い。

遺構内から土師質土器が出土している。

時期は出土遺物が小片であるために明確な時期は不明であるが,S B01と ほぼ同方向にある

ことから古代 と考えられ, S B01の 雨落ち溝かあるいは区画溝と考えられる。

-13-



S X03(第 16図 )

S X03は調査区中央部 (D-2区)で検出した不
明遺構で,検出平面形態が隅丸方形状を呈するもの

である。北西部に僅かに10～ 30cm程度の川原石の集

石が確認できる。規模は長幅約1.74m,短幅約1.46

m,検出面からの深さ約0。 12mを計る。
遺構内から土師器小皿 。杯,土師質土釜などが出
土している (第18図 )。

22は土師器小皿である。日径6.2cmと 小振 り.で,体

部も短い。23は土師器杯である。

時期は出土遺物から14世紀頃と思われる。

S X04

S X04は調査区中央部 (D-2区)で検出した不
明遺構で,検出平面形態が歪な長方形を呈するもの

である。規模は長幅約1.10m,短幅約0。 70m,検出
面からの深さ約0.16mを計る。

遺構内から瀬戸焼,土師器などが出土している。

時期は出土遺物から近世で,18世紀頃と思われる。

S X05

S X05は調査区中央部 (D-2区)で検出した不
明遺構で,検出平面形態が歪な楕円形を呈するもの

である。規模は長幅約1.68m,短幅約0。 72m,検出
面からの深さ約0。 25mを計る。

遺構内から陶器,磁器などが出土している。

時期は出土遺物から近世と思われる。

S X06(第 17図 )

S X06は調査区東部 (E-2区)の緩傾斜面で検
出した不明遺構で,検出平面形態が歪な円形を呈す

るものである。東端に柱穴状の落ち込みが確認でき

[≡

==≡

EE≡三」「22

＼    | フ〃
ノ
″

…
24  
｀
=~25

0                  1 0cm

0         1m

第 17図  S X06平・断面図

a生ゴ
.600m        __a,

O         lm

第 19図  S X07平・断面図

L=47.800m

0         1m

第 16図  S X03平・断面図

L=47.600m

Ｔ
，
Ｎ
．
４

　

　

一

｀
己 ノ

31

丁
．
Ｎ

４

第 18図  S X03・ 06007出土遺物実測図
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る。規模は長幅約1.70m,短幅約1.25m,検出面からの深さ約0.30mを計る。また,柱穴状の

落ち込み部分はほぼ円形を呈しており,直径約0.50m,深さ約0.30mを計る。

遺構内から土師器小皿 0杯,土師質土釜,備前焼が出土している (第18図 )。

24。 25は土師器小皿である。口径が 6 cm以下のもので,体部も短 く外上方に延びる。26027

は土師器杯である。底部はヘラ切 りされ,体部はやや内彎気味に外上方に延びる。28は土師質

土釜である。鍔はやや小振 りではあるが端部がシャープに作られ,立ち上がりもやや内彎しな

がら内傾するが, しっかり作られている。

時期は出土遺物から14～ 15世紀頃と思われる。

S X07(第 19図 )

S X07は調査区東部 (E-2区)の緩傾斜面で検出した不明遺構で,検出平面形態は北側が

調査区外に延びており,不明である。掘 り方内の周囲に10～ 30cm程度の川原石が確認できる。

検出平面での規模は長幅約 (1.43)m,短幅約1.05m,検出面からの深さ約0。 15mを計る。

遺構内から土師器小皿・杯,土師質土釜などが出土している (第 18図 )。

29～ 31は土師器不である。底部はヘラ切 りされ,体部は直線的に外上方に延びる。

時期は出土遺物から14世紀頃と思われる。

¬ 2 シ 5

▼コ==46

% 
電 璽
イ 7

くて
:[F「

=====]======F77″

`1

~｀
47

〃 0                  1 0cm

第20図  S X08出 土遺物実測図
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S X08(第 21図 )

S X08は調査区東部 (E-2区)の緩傾斜面で検出した不明遺構で,検出平面形態は歪であ
る。掘 り方は浅 く,掘 り方内の中央部から北側にかけて多量の集石を確認した。数個の花同岩
などを除けばそのほとんどが砂岩で,10～ 50cm程度の砂岩が敷き詰められた状態で検出した。

塚の下部構造の可能性が考えられる。規模は長幅約5.23m,短幅約2.75m,検出面からの深さ

約0。 15mを計る。

遺構内から土師器小皿。杯,土師質土釜。土鍋。こね鉢,青磁,自磁などが出土している (第
20図 )。

32～37は土師器小皿である。底部はヘラ切 りされ,体部は直線的に外上方に延びる。口径が

6 cm以下のものと以上のものがあり,前者は体部が短 く,後者は体部がやや長い。38～40は土

師器杯である。底部はヘラ切 りされ,体部は直線的に外上方に延びる。41は 回禿白磁不である。

国縁端部がやや外反し,こ の部分のみ釉がかかっていない。42は青磁碗である。内面見込み部

A壁 」・600ml

①

②
灰色細砂質土

暗灰色砂
0         1m

第21図  S X08平 。断面図
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分に花文が施されている。43～46は土師質こね鉢である。底部は平底で,体部は直線的に外上

方に延びる。国縁部は方形のまま終わらせ,端部内面を小さくシャープに摘み出す。体部外面

には指頭痕が顕著に認められる。47～51は土師質土釜である。鍔がかなり退化しており,小さ

く短い。立ち上がりは長いものと短いものがあり,長いものの回縁端部は丸 くおさめられてい

る。52。 53は土師質土鍋である。頸部の屈曲はシャープに作られ,回縁端部内面は上方に小さ

く摘み出している。

時期は土師器小皿に口径の大 。小がみられることや土師質土釜の形態から13世紀後半から14

世紀頃と思われる。

S X09(第 23図 )

S X09は調査区最東部 (F-2区)で検出した不明遺構
で,検出平面形態は歪な隅丸方形を呈する。規模は長幅約
1.45m,短幅約1.30m,検出面からの深さ約0.10mを計る。

遺構内から須恵器杯 。壺,土師質土器などが出土してい

る (第 22図 )。

54は須恵器不である。体部は直線

的に外上方に延び,日縁端部は外方

に僅かに屈曲させる。

時期は出土遺物から9世紀後半か

ら10世紀前半頃と思われる。

S X10(第 24図 )

S X10は調査区東部 (E-2区 )
の緩傾斜面で検出した不明遺構で,

検出平面形態は歪な円形を呈する。

規模は長幅約1.25m,短幅約0.90m,

検出面からの深さ約0。 10mを計る。

マ 5マ 2

~56   く
て:==コ

=墓

璽≡〃
13

~57 ▼ ¬ ==イ 64

~8 ~65

平 9 ψ 66

~60     67

Wl~68

4

゛
＼

ヽ

ス

54

1 0cm

第22図
S X09出土遺物実測図

9

0

L=47.500m

0         1m

第24図  S X10平・断面図

a     ゴ

0         1m

第23図  S X09平・断面図

△
憫
蜃
四
〇

0                  1 0cm

第25図  S X10出 土遺物実測図
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埋土は単灰褐色シル トの単層である。

遺構内のほぼ中央部にまとまって土師器小皿。杯,土師質土釜0土鍋などが出土している (第
25図 )。

55～68は土師器小皿である。底部はヘラ切りされており,体部はほぼ直線的に外上方に延び

る。日径は6.0～6.5cm程度で,体部もやや長い。69～ 71は土師器杯である。底部はヘラ切りさ

れており,体部はやや内彎気味に外上方に延びる。72は土師質土釜の脚である。73は土師質土

鍋である。やや頸部の屈曲が緩やかになっている。74は須恵器皿である。底部はヘラ切りされ

ており,体部は直線的に外上方に延びる。日径12.4cmと 小型の皿である。75は瓦質焼成された

不で,69。 70の土師器不に比べると口径がやや大振りで,やや古相を呈する。76は土師質甕で

ある。

時期は10世紀頃の遺物も混じるが,土師器小皿の形態や75の不などから13世紀後半頃と思わ

れる。

S Xll(第 27図 )

S Xll。 12は調査区東部 (E-2区 )
の緩傾斜面で検出した集石遺構である。   A―
S X08の西側で,浅い掘 り方状の落ち込

みのなかに 2つ の集石を検出した。ここ

では北側の集石をS Xllと し,南側の集

石をS X12と した。

S Xllは約10～   シ
77

40cm程度の砂岩長  o      l ocm
円礫 が東西約1.1 第26図

m,南北約0.9mの  SX‖ 出土遺物実測図

範囲に不規則に集石している。この集石遺構の性格は不明である。

集石から土師器小皿 。杯,土師質土釜が出土している (第26図 )。
77は土師器小皿である。底部はヘラ切 りされ,体部は直線的に外上方に延びる。日径はやや

大振 りで,体部もやや長い。

時期は出土遺物から13世紀後半から14世紀頃と思われる。

S X12(第 27図 )

S X12は約10～ 40cm程度の川原石が東西約0。 7m,南北約0.9mの範囲に不規則に集石してい

る。この集石遺構の性格は不明である。

集石から土師器小皿・不,黒色土器,染付磁器が出土している。

時期は出土遺物からみると近世と考えられるが,染付磁器が混入と考えると,S Xllと 同時

期の13世紀後半から14世紀頃と思われる。

S X13(第 29図 )

S X13は調査区東部 (E-2区)の緩傾斜面で検出した不明遺構で,検出平面形態は南側が
試掘 トレンチで壊されているために不明である。現存平面形態での規模は南北約 (1.23)m,東

A      
一
だ

① 淡灰褐色シルト質±   O          m

第27図  SX‖ ・ 12平・断面図
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西約1.74m,検出面からの深さ約0.13mを計る。

遺構内から土師器小皿・不9土師質土釜 。土鍋な

どが出土している (第 28図 )。

78は土師器小皿である。底部はヘラ切りされてお

り,体部は直線的に外上方に延びる。口径は5.Ocmを

切 り,体部も短い。79は土師

質土鍋である。

時期は出土遺物から14世紀

頃と思われる。
L=47.600m

0                  1 0cm

第28図
S X13出土遺物実測図

o         lm

第29図  S X13平 0断面図
S X14

S X14は調査区中央部 (C-2区)で検出した集石遺構である。 5～ 15cm程度の川原石が東
西約0.9m,南北約1.Omに不規則に集石しているだけで,掘 り方の確認はできなかった。この

集石遺構の性格は不明である。

時期は集石から遺物が出土していないために不明である。

6。 水田遺構

調査区西部 (B-2区)の埋没河川上において水田遺構を検出した。検出面は耕作土 。床土
直下で,西部分では弥生土器を包含する黒色粘質土が覆い,それ以外では弥生土器及び中世の

遺物を包含する暗褐色土層並びに水田耕作土を覆う暗灰色砂混じり砂質土層直下で検出した。

かなり削平を受けているものと思われ,水田遺構の検出範囲はB-2区 の西半分の埋没河川上
の堆積層部分のみの検出である。

その堆積土の範囲は東西幅約7.5m,南北幅約9.5mを測る。西調査区際では隣接する水路の

コンクリー ト擁護壁の工事により,部分的に削られているが,畦畔の東側部分と水口を検出し

た。この西畦畔は残存部をつなぐと検出総延長13.3mを測 り,畦畔下端幅は残存状況が良い水

口南側で,約60cmを測る。畦畔は第31図畦畔土層図から砂質土を基本とした土層が版築状に認

められ,水田方向から盛 り上げられていることがわかる。水口部分の幅は約50cmを測 り,そ れ

に伴う施設は検出していない。また,畦畔上面と水田面との比高差は, 4～ 10cmを測るが,北

半の多 くは削平されており,辛うじて下端が残っているにすぎない。水田の東側では下層の砂

礫層が確認できることから南北方向の東側畦畔はなく,南北を区画する東西方向の畦畔も検出

できなかった。そのため一筆の範囲は不明である。検出面積は67.lm2を 測 り,そ れ以上に南北

及び東側に広がる可能性がある。なお西側水路を隔てたA-2区 では,水田耕作土相当層が削
平されており,水田面は検出できなかった。

検出水田域西部の水田耕土及び畦畔直上を部分的に覆っていた暗褐色シル ト・黒色粘質土に

は,少量の弥生時代後期の遺物が包含されていたが,そ の他の耕土の大半を覆う砂礫層からは

須恵器 。土師器などが包含されている (第33図 )。

80～82は弥生時代の壺である。80は 回縁端部を上下に拡張し,拡張部外面に 3条の沈線を施

している。81は長頸壺の頸部 と思われ,頸部下端に右上がりの刻み目が施されている。82は細

Ｔ
．
Ｎ
．
―
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0              2m

第30図 水田跡平面図 , 水口平 0断面図
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頸壺である。体部最大径部分に 2条の凸帯を持つもので,上位凸帯の上部に線鋸歯文を配し,

凸帯間にS字状スタンプ文 (連続渦文)を配している。これらの時期は弥生時代後期前葉頃の

遺物である。83は土師器小皿である。底部はヘラ切りされ,体部は直線的に外上方に延びる。
84～86は土師質土鍋である。85は 回縁端部を上方に摘み上げる。86は鍔のつかない土釜の形態

のものである。87は土師質土釜である。88は東播系こね鉢である。

抒
80

3

84

7瓦
~｀

7

可

ヽ

0                  50cm

第34図  S P85平・断面図

0                  1 0cm

第33図 水田上層出土遺物実測図

7.柱穴出土遺物 (第 35図 )
柱穴は,そ のほとんどが調査区東部 (D-2・ E-2区 )を 中心に検出した。総数111個 と少
なく,検出面からの深さにバラツキがあることから,かなり削平を受けているものと思われる。

柱穴には直径約10～ 50cm程度のものとかなり大きさに違いがあり,平面形態も隅丸方形に近い

ものから円形のものもある。

S P85は 平面形態が歪な楕円形を呈する柱穴であ

る。規模は長幅約0.64m,短幅約0.47m,検出面から

の深さ約0.32mを測るしっかりした柱穴である。柱穴

内の底部に近い部分で, 2個の土師器小皿をほぼ水平

に置いてあるのを確認した。出土遺物はこの他に土師

器小皿・不が出土しており,総計土師器小皿 3個 と土

師器不 1個が出土していることになる。

このような土師器小皿 e不がセットで出土する例は,

その他の柱穴 S P45047・ 75080。 85086な どでも確

認できる。それらには土師器小皿と土師器不の個数に

違いがあるものの,土師器小皿を 2～ 4個,土師器杯
を 1～ 3個 と土師器小皿と土師器不がセットで出土している例が多いことがわかる。

全ての柱穴の時期は第 2表に示したとおりである。それをみると古代から中世まであり,特
に時期が決定できるものには, 9世紀後半から10世紀前半までの時期と14世紀頃の二時期があ

る。
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遺構番号 出土遺物 土色・質 時期

暗褐色シルト

SP02 暗褐色シル ト

暗灰褐色シル ト

SP04 須恵器 暗灰褐色シル ト 9世紀後半頃

SP05 暗灰褐色シル ト

SP06 暗灰褐色シル ト

SP07 暗灰褐色シル ト

SP08 土師器,上師質土器 暗灰褐色シル ト 中世

SP09 土師器杯 暗灰褐色シル ト 中世

SP10 土師器 暗灰褐色シル ト 古代

SPll 土師器 暗灰褐色シルト 中世

SP12 須恵器 暗灰褐色シルト 古代

SP13 暗灰褐色 シル ト

SP14 暗灰褐色砂質

SP15 灰黄色シル ト

SP16 灰黄色シル ト

SP17 須恵器 灰黄色シル ト 古代

SP18 須恵器 灰責色シル ト 古代

SP19 サヌカイト 灰黄色シル ト

SP20 灰黄色シル ト

SP21 灰黄色シル ト

灰黄色シル ト

SP23 灰黄色シル ト

SP24 土師質土器 古代 ?

SP25 土師器,亀山焼 灰褐色シル ト 中世

SP26 須恵器 灰褐色砂質 中 世

SP27 灰褐色砂質

SP28 上師器,上師質土器 灰褐色シルト 古代

須恵器 暗灰色シル ト 古代

SP30 灰褐色砂質

SP31 灰褐色砂質

SP32 上師器 灰褐色シルト 中世

SP33 灰褐色シル ト

SP34 土師器 灰褐色シル ト 中世

SP35 土師器 灰褐色砂質 中世

上師器杯 灰褐色砂質 中 世

SP37 灰褐色シル ト

SP38 上師器 灰褐色シル ト 中世

SP39 灰褐色シル ト

SP40 灰褐色シル ト

SP41 土師器 暗灰色シルト 中 世

SP42 土師器小皿 暗灰色シル ト 中世

SP43 土師器杯,須恵器 灰褐色シル ト 古代

土師器小皿・杯 灰褐色シル ト 中 世

SP45 土師器小皿・杯,上釜 灰褐色シル ト 14世紀

SP46 土師器杯,須恵器杯 灰褐色シル ト 古代

SP47 土師器小皿。杯,土釜,須恵器杯 暗灰色シルト 14世紀

SP48 土師器 灰褐色シル ト 中 世

土師器 灰褐色シル ト 中世

SP50 土師器小皿・杯 灰褐色シル ト 中世

SP51 灰褐色シル ト

灰褐色シル ト

SP53 灰褐色シル ト

SP54 灰褐色シルト

SP55 灰褐色シル ト

第 2表 柱穴一覧表

遺構番号 出土遺物 土色・質 時期

SP56 上師器 灰褐色シル ト 中世

SP57 土師器小皿 灰褐色シル ト 中世

SP58 須恵器 灰褐色シル ト 古代

SP59 土師器 淡灰色シル ト 中世

SP60 土師器,土師質土器 淡灰色シル ト 中世

SP61 土師器小皿・杯,須恵器,上師質土器 灰I18色 シル ト 14世紀

SP62 上師器 淡灰色シル ト 中世

SP63 土師器,上師質土器 灰褐色シル ト 中世

SP64 須恵器杯,土師質土器 灰褐色シル ト 古代

SP65 土師器Jヽ皿 灰褐色シル ト 中世

SP66 淡灰色シル ト

SP67 土師器 灰褐色シル ト 中世

SP68 灰褐色シル ト

SP69 灰褐色シル ト

SP70 土師質上器 灰褐色シル ト 古代

SP71 上師器 灰褐色シル ト 中世

SP72 灰褐色シル ト

SP73 灰褐色シル ト

SP74 暗灰色シルト

SP75 上師器小皿。構 上師質土器,石鏃 灰褐色シル ト 14世紀

SP76 灰褐色シル ト

SP77 土師器小皿 灰褐色シル ト 中世

上師器杯 灰褐色シル ト 中世

土師器小皿・杯,須恵器杯 灰褐色シル ト 中世

SP80 土師器小皿・杯,須恵器 灰褐色シル ト 14世紀

SP81 土師器小皿・ 杯 ,須 志器杯 灰褐色シル ト 14世紀

SP82 土師器,土師質土器 灰褐色シル ト 中 世

SP83 土師器,上師質土器 灰褐色シル ト 中世

土 師 器 小 皿・杯 ,上 mi質 土 器 .
灰褐色シル ト 14世紀

土師器小皿・杯,上師質土器,須恵器 灰褐色シル ト 14世紀

土師器小皿・杯,上釜,石鏃,サ ヌカイト 灰褐色シル ト 14世紀

SP87 灰褐色シル ト

土師器杯,土釜 灰褐色シル ト 中世

SP89 土師器杯,土師質土器 灰褐色シル ト 中世

SP90 土師器小皿 。杯,備前焼甕 暗灰色シル ト 14世紀

SP91 土師器小皿・杯,須恵器,土釜,亀山焼甕,瓦 暗灰色シル ト 14世紀

SP92 灰褐色シル ト

SP93 土師器 灰褐色シル ト 中 世

土師器杯,上鍋,須恵器 灰褐色シル ト 中世

SP95 灰褐色シル ト

灰褐色シル ト

土師器 灰褐色シル ト 中世

SP98 上師器杯,上師質土器 灰褐色シル ト 中世

SP99 土師器小皿・杯・椀,土師質土器 灰褐色シル ト 13世紀後半

SP100 灰褐色シル ト

SP101 須恵器杯身 灰褐色シル ト 6世紀木

SP102 須恵器杯 灰褐色シル ト 9世紀後半

土師器小皿,須恵器h土 師質土器 灰褐色シル ト 中 世

SP104 土師器杯 灰褐色シル ト 中世

SP105 灰褐色シル ト

SP106 土師器 灰褐色シル ト 中世

SP107 土師器 灰褐色シル ト ri::世

SP108 土師器小皿,上釜 淡灰色シル ト 中世

SP109 淡灰色シル ト

淡灰色シル ト
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8。 包含層出土遺物

包含層からは弥生時代,古代,中世の遺物が出土している (第 36図 )。

137～141は弥生時代の土器で,壺・高杯が出土している。時期は後期前葉頃と思われる。

142～153は古代の須恵器である。時期は8世紀頃の遺物もあるが,そ のほとんどは9世紀後半

頃のものである。154～164は中世の土器である。時期は13世紀前半から14世紀のものである。
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第36図 包含層出土遺物実測図
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第 4節  まとめ

百相坂遺跡で検出した遺構は弥生時代 。古代 。中世のもので,部分的にかなり希薄な部分が

あった。おそらく中央部の微高地部分が削平を受けて,東部の緩傾斜面に遺構が残っていたも
のと思われる。また,西部は旧香東川の氾濫により,地形的及び土層的に改変を受けており,
居住域としては適しておらず,そ のために生産域としての水田跡が検出できたものと考える。

弥生時代の遺構は調査区東端部において南西から北東方向に延びる溝状遺構のみで,そ の他
には検出していない。

時期は弥生時代後期頃で実測可能な遺物は出土していない。しかし,溝状遺構上部に堆積し
た包含層から弥生時代後期前葉頃の遺物が出土していることから,こ の溝状遺構S D02も 後期

前葉頃と考える。

古代の遺構は掘立柱建物 1棟 と柱穴である。主軸がほぼ南北方向で,雨落ち溝を伴うもので
ある。

時期は9世紀後半から10世紀前半頃と考える。

中世ではかなり遺構が増え9掘立柱建物・柵列・土坑・不明遺構 (集石遺構)。 柱穴などを検
出している。調査区中央部では,かなり削平を受けており遺構は希薄であった。東部緩傾斜面
で検出した遺構は,総柱の掘立柱建物 。柱穴・不明遺構特に集石遺構を中心としている。この

集石遺構は塚の痕跡の可能性が考えられ,集落域と墓域の関係を考えるのに有効な資料となる
ものである。

時期は13世紀から14世紀にかけてのもので,特に14世紀の遺構が多いことがわかる。
このように当遺跡周辺では弥生時代から中世にかけて連綿と生活が営まれていたことが推測

できるが,南部に位置する船岡山古墳との関係や遺構の増える中世までの集落の全容を把握す
るまでには至っていない。当遺跡の調査成果が,今後周辺での発掘調査の一資料になれば幸い
である。
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図   版



図版 |

調査区遠景 (北空中より)



図版 2

(|)B-2区遺構検出状況 (真上より)

(2)C-2区遺構検出状況 (真上より)



図版 3

(|)D-2・ E-2区 遺構検出状況 (真上より)

(2)E-2区遺構検出状況 (真上より)



図版 4

|

1、

(|)C-2区 南壁土層断面 (北より)

[い■‐ 1     ・  J「

(2)A-2区 土層断面 (南より)



図版 5

(|)B-2区遺構検出状況 (南西より)

(aC-2区 遺構検出状況 (東より)



区1版 6

閣 ni趙

D-2区 遺構検出状況 (西 より)

~            
編偲

li｀摯1 1‐iぃ11こ ■

2D-2・ E-2区 遺構検出状況 1東 より
'



図版 7

(|)調査区遺構検出状況 (西より)

(2)S BO!検出状況 (東より)



図版 8

(|)S K02検出状況 (北 より)

(2)S AOI(S P99)検 出状況 (北より)
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|IE-2区 遺構検出状況 (東 より)
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12'S X08本 実出】犬,兄 (Jし よ |り )
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図版 10

(|)S X08完掘状況 (北より)

亀

(aS X10検出状況 (南東より)



図版 H
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| IS X08。 ||・ 12オ実出】犬,兄 (口5よ |り
)

(2)S XII・ 12本実出斗大,兄 (1ヒ よ |り )



図版 :2

(|)S X08・ !3完掘状況 (北より)

(21S X 13完掘状況 (南西より)



図版 3

蜃

帯・´ I「
■.ぼ
じ:

:キ i,.

七

1手島111.

・:‐ ‐~

111ギi

1水 田跡検出状 ,兄 (東 より)

(2)水 田跡検出状況 (北 より)



図版 14

(|)水田跡畦畔検出状況 (南 より)

でし 、ン・だ
´

‰ミI
‐ ・い |

(2)水田跡水口検出状況 (東 より)



図版 5

1 水田跡水口土層断面拡大 (南 東より)

12,水 田跡水口土層断面 (南 東より)



図版 16

(|)B-2区南壁土層断面 (東部分 )

(2)B-2区 南壁土層断面 (西部分 )



図版 17

″
”
ｉ
耐

(1)S P85検出状況 (西より)

(2)発掘作業風景



図版 18

(l)S D02検出状況 (西より)

It慕聴 熱 :氏

(2)S D02検出状況 (東より)



図版 19

(西 よ り)

(2)S D02土層断面拡大 (西より)



|||lll'レ 2

S BOI出土遺物

S AOI出土遺物

9(底部 )

S K02出土遺物



図版 21
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S X08出土遺物



図版22

56(側面 )

63(内面)

76(外面 )

S X10出土遺物



水田上層出土遺物

!02(側面 )

柱穴出土遺物①



図版 24

129(内面)

柱穴出土遺物②

145(側面 )

145(底部)

包含層出土遺物①

:46(底部 )

‖9(側面 )

‖9(底部)



:50(側面 )

:50(底部 )

図版25

152(側面 )

152(外面)

!60
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